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     ウイルス病に感染した樹を治すことはできません。またウイルスに

感染すると、保毒樹となり感染が拡大してしまいます。ウイルス被害

を防止するために母樹および苗木のウイルス診断が重要になります。 

 

ブルーベリーやラズベリーの栽培が日本で急速に拡大しています。海外において

も同様に、健康志向の高まりから拡大しております。海外では、栽培の拡大に伴っ

て、多数のウイルスがブルーベリーやラズベリーに感染して甚大な被害を引き起こ

していることが報告されています。日本でウイルス調査を行うと、海外で発生して

いるウイルスが日本のブルーベリーやラズベリーに病気を引き起こしていること、

さらに、世界未報

告の新種ウイル

スが発生してい

ることを突き止

めました。ブルー

ベリーやラズベ

リーは永年性作

物であるため、ウイルス感染樹は毎年のように被害を受けるばかりか、保毒樹とな

り圃場の健全樹に感染を拡大してしまいます。そのため、アメリカでは National 

Clean Plant Network によりブルーベリーやラズベリーのウイルス研究および診断

が行われております。本シーズは、ブルーベリーやラズベリーの母樹・苗木のウイ

ルス診断を行うことで、事前に圃場にウイルスが導入されることを防ぐことができ

る。 

 

＼ ブルーベリーやラズベリーのウイルス感染拡大を防ぎ、果実の安定生産

が期待できます。 
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